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主催 全日本官公庁剣道連盟 ／ 後援 公益財団法人 全日本剣道連盟

後援 一般財団法人 東京都剣道連盟

全日本官公庁剣道連盟

日 時 令和５年10月22日(日)
会 場 東 京 武 道 館

第55回剣道大会

（第５０回剣道大会を記念し製作した優勝旗）
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「天鑑無私」の書について

「天に鑑み、私無し」と読みます。
「天道に照らし合わせ、決して私心を以って事にあたらない」という、
公僕の心構えを表しています。

官公庁剣道は、そのような公務員としての心構えを映した剣道で
あるべきであるとの考えから、官公庁剣道連盟として象徴的な言葉
として大切にしています。

この言葉は、会計検査院長を務められた、第二代会長山﨑高
先生がよくお話になった言葉で、今日までも連盟旗や記念の手拭
を作成しており、おなじみの格調のある、勢いのある見事な書と
なっています。

競 技 役 員 午前８時前南口に集合し東口から８時入館

選 手 入 館 南口から午前8時10分（観覧席）

選 手 受 付 午前８時30分（第一武道場）

審 判 員 午前８時50分から審判会議
（２階大研修室）

〇午前10時以降、第二武道場での稽古はできます。
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東京官公

第55回全日本官公庁剣道大会を開催するにあたり、一言ご挨拶申し上げます。

官公庁剣道連盟は、新型コロナウイルスの蔓延により、令和二年初頭から大会及び稽古会等が中止と

なり、暫くの間、その活動は、ほぼ休止状態となっておりました。が徐々に一定のルールの下、稽古が実

施できる環境が回復されるに至り、本年5月を以て政府がコロナの五類移行を決定し、終焉を迎えつつ

ありますことに鑑み、加盟団体各位からの賛同を得て、6月の東京官公庁大会に続き、本大会を実施す

ることになりました。

全日本剣道連盟の「主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドライン」及び「新型コロナウイルス

感染症が収束するまでの暫定的な試合・審判法」に則り、本日、ここに団体戦110チームを超え、個人戦

では、180名を超える多くの参加者を得て、今大会が開催できますことに厚く感謝申し上げます。

さて、コロナ蔓延の中で、中国によるロックダウンを背景とする、マスクはじめ半導体製造に至るまでの

サプライチェーンの強靭化を必要とすることを体験し、昨年2月24日に開始されたロシアによるウクライナ

軍事侵攻が、世界に与えたショックは、測り知れないものであるとともに、我が国周辺がウクライナへの侵

攻以前の状況に近似し、今世界で一番危険な地域は日本周辺であるとの認識の下、昨年12月に、戦後

の国家としての防衛政策が大きく舵を切ることとなりました。 この未曽有の我が国周辺の厳しい安全保

障環境下において、防衛省・自衛隊はもとより、国家機関である各省庁、自治体が担う、我が国有事へ

の抑止及び対処の中核としての役割が大きく増大し、国民の注目を集めております。

官公庁の皆様は我が国の中枢として国家の危機抑止、及び対処への道に立ち向かい、それぞれの立

場で我が国の真の抑止力たる役割を全うされ、わが国周辺のより安定した環境の醸成が期待されており

ます。 そのような厳しい、職場環境にあり、またコロナ禍の制約の影響の残る中にあって、これらの厳し

い任務を遂行される、我が官公庁剣道連盟の皆様にあっては、日々の稽古の機会の捻出にも苦労の絶

えないところであると思いますが、国民の期待に添う立派な公僕としての矜持を保持するために、是非こ

の機会に、心身ともに充実された「天鑑無私」の剣道の体現を国民の前に披瀝し、その信頼を維持して

頂けるよう期待しております。 皆様のご健闘をお祈りします。

また、今まで本大会の審判長を長年務めてこられました田原弘徳範士から、本大会は、西川清紀範士に、

その労をお願い致しましたので、ご紹介させて頂きます。

最後にご来賓、本大会開催にご尽力頂きました皆様方に御礼申し上げます。

特に、ガイドラインに沿った試合の運営に関わられる審判の先生方をはじめ大会役員の皆様には、今ま

でと違う運営要領の中での御労苦に、重ねて感謝申し上げご挨拶と致します。

令和５年１０月２２日

全日本官公庁剣道連盟 会長 林 直 人

ご 挨 拶

２

会 長 林 直 人

（略 歴）
昭和２３年６月１日（北九州市小倉）生

防衛大学校（土木工学）１５期 （昭和４６年卒）

平成１４年 ３月 第３師団長

平成１５年 ７月 陸上幕僚副長
平成１６年 ８月 西部方面総監

平成３１年 ２月 全国自衛隊剣道連盟会長退任
令和元年 ５月 全日本官公庁剣道連盟会長就任
令和元年 ５月 東京官公庁剣道連盟会長就任
令和 ５年５月(３期目)全日本公庁剣道連盟会長
令和 ５年５月(３期目)東京官公庁剣道連盟会長



大 会 々 長

大 会 副 会 長

同   上

同   上

大 会 委 員 長

総 務 委 員 長

大 会 参 与

同   上

同   上

同   上

同   上

同   上

監　　　　事

監　　　　事

１．試合は、全日本剣道連盟試合・審判規則、同細則及び新型コロナウイルス感染症が収束するまでの
暫定的な審判法に準拠し行う。

２．個人戦の試合
３分間三本勝負とする。 時間内に勝負が決しない場合は、２分間の延長戦を行う。
延長戦でも勝負が決しない場合は、判定により勝負を決する。

「判定」による勝敗は、技能の優劣を優先し、次いで試合態度の良否とする。
但し、決勝戦は、３分間三本勝負とし時間内に勝負が決しない場合は、延長を２分間ずつ区切り勝敗
の決するまでとする。
延長は、２回行って勝敗が決しない場合、３分間の休憩をいれ次の延長に入る。 以降同様に行う。

３．団体戦の試合
３分間三本勝負とし、時間内に勝負が決しない場合は引き分けとする。
団体戦の勝敗は、勝者の多い方を勝ちとする。 勝者数が同数の場合は、総本数の多い方を勝ちと
する。
総本数が同数の場合は、代表者による代表戦を行う。 代表戦は、３分間一本勝負とし、時間内に
勝負が決しない場合は、延長を２分間ずつ区切り勝敗の決するまでとする。
延長は、２回行って勝敗が決しない場合、３分間の休憩をいれ次の延長に入る。以降同様に行う。

４．試合順序
個人戦男子の部、続いて女子の部を決勝まで行なう。（３位決定戦は行なわない。）
個人戦が終了した会場は、団体戦に入る。
但し、進行担当が調整し試合会場の変更を行なう場合はその調整に従う。

５．試合時間により、昼食時間は設けないので各自調整してとること。
６．個人戦の表彰は、１４時頃を予定する。 （試合は、継続する。）

試 合 実 施 要 項

、
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新型コロナウイルス感染症が収束するまでの暫定的な試合審判法
(全日本剣道連盟試合・審判委員会)

【趣 旨】
１．主催大会実施にあたっての感染拡大予防ガイドラインの遵守(感染予防)。
２．不当な「つば（鍔）競り合い」および意図的な「時間空費」や「防御姿勢による接近する行為」

の解決。
・これまでの試合は試合時間の約半分以上が、「つば（鍔）競り合い」に費やされていると言わ
れている。これを改めて、立ち会いの間合からの攻め合いを中心とした試合展開へ移行する。

・剣道の試合にとって「勝負」の要素は大事であるが、姑息な勝負の仕方を是正し、反則ギリギ
リの勝負ではなく真っ向から勝負をする態度を養う。

・「つば（鍔）競り合い」については試合者の態度や心の問題が大きく影響し、規則だけで裁く
のは困難である。試合者と審判員が共通に理解し、一体となって、良い試合の場を醸成する。

【審判員と試合者が共通に理解する主な事項】
意図的な時間空費や防御姿勢（勝負の回避）による相手に接近するような行為は、規則第1条
に則り反則を適用する。 攻防や打突行動の中で相手と接触した場合、接触した瞬間の引き技
や体当たりからの技（発声を含む）を積極的に出す。 また、「つば（鍔）競り合い」になっ
た場合は、技が出ない時には速やかに積極的に 分かれる。試合者は、審判員の「分かれ」や

「止め」の宣告を待つのではなく試合者双方で分かれる努力をする。
「つば（鍔）競り合い」解消に至る時間はおよそ「一呼吸(目安としておよそ３秒）」とする。
相互に分かれようとしている途中に技を出さない。この場合は技を出しても有効打突とはしな
い。 一方が分かれようとしている時に追い込んで打突する行為や、分かれようと見せかけて
打突する行為は反則を適用する場合がある。 また、分かれる途中に相手の竹刀を「叩いたり」

「巻いたり」「押さえつけたり」「逆交差」をしない。
（審判員は状況や原因を踏まえた上で合議により判断する）

試合者は、分かれる場合は剣先が完全に触れない位置まで互いに分かれる。 分かれる場合は剣
先を開いたり、下げて分かれない。

「つば（鍔）競り合い」を解消する場合は双方がバラバラに下がらない。また、双方が徐々に下が
るのではなく、正しい「つば（鍔）競り合い」から鍔と鍔で競り合う（押し合う）力を利用して
一気に下る。

(本大会に適用）
・本大会では、選手は試合中に口を覆うシールドの着用を必須とし、マスクの着用は個人の判断に委
ねる。審判員は、マスクを着用とする。ただし控室でのマスク着用は個人の判断とする。



大 会 々 長 林 直 人 指 導 員 原 嶋 茂 樹
大 会 副 会 長 小 俣 明 二 同   上 大 塚 尚 弘

同   上 宮 﨑 良 治 同   上 横 内 良 道
同   上 安 部 壽 和 同   上 永 松 教 孝

大 会 委 員 長 谷 口 茂 樹 事 務 局 次 長 森 本 一 夫
大 会 副 委 員 長 堀 川 勝 央 同   上 澤 野 一 雄
総 務 委 員 長 池 之 野 真 同   上 田 鍋 憲 一

衆 議 院 杉 野 寿 一
大 会 参 与 伊 藤 博 夫 厚 生 労 働 省 井 上 誠 一

同   上 江 藤 兵 部 東 京 自 衛 隊 本 田 喜 久 雄
同   上 佐 藤 春 雄 東 京 国 税 局 山 口 正 徳
同   上 杉 田 明 傑 東 京 都 庁 戸 村 光 浩
同   上 猿 渡 知 之 東 京 拘 置 所 佐 藤 彰
同   上 笠 原 俊 彦 東 京 消 防 庁 村 上 透

監　　　　事 浦 瀬 真 和 東 京 特 別 区 高 梨 智 若
監　　　　事 黒 須 伸 治 日 本 郵 政 内 田 悠 介

東 京 市 町 村 金 子 裕 行
女 子 普 及 担 当 大 里 史 織
（ 法 務 剣 友 会 ）

大会プログラム

１ 開 会 式 ( ９:２０～)
（１） 開 会 の 辞
（２） 国 歌 斉 唱
（３） 優 勝 旗 ・ 杯 返 還
（４） 会 長 挨 拶
（５） 御 来 賓 挨 拶
（６） 審 判 長 説 示

２ 特別演武 （9：40～） P８を参照

法定之型 （打）石井猛 （仕）谷口茂樹

３ 試 合 （１０：００～） P１０～１５

(1) 個人試合 ①男子の部 ②女子の部
(2) 団体試合 （１１：40～） Ｐ１８～２５

４ 閉 会 式 （１７：00～）
(1) 成績発表・表彰式
(2) 閉 会 の 辞

＊（ ）内の時間は、目安です。試合進行により前後しますのでご注意ください。
＊個人戦の表彰式は、14：00頃を予定しています。入賞者は、アナウンスがあ

ったら参集してください。

大 会 役 員

御来賓

東京都剣道連盟会長 千 葉 胤 道 元警視総監 伊 藤 哲 朗

大 会 委 員
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【第一試合場】 【第二試合場】 【第三試合場】

○ 原 嶋 茂 樹 ○ 坂 口 竹 末 ○ 中 村 明 人
武 藤 一 宏 坂 田 敏 郎 淺 野 信 治
森 山 正 信 東 嶋 忠 久 雨 宮 尚 一
千 葉 昭 二 矢 吹 裕 二 別 府 さ つ き
伊 藤 雄 路 飯 島 利 己 辻 村 憲 二
車 田 仁 之 貞 方 美 知 雄 小 関 太 郎
小 林 幸 寿 大 里 史 織 中 野 功 一

【第四試合場】 【第五試合場】 【第六試合場】

○ 石 井 猛 ○ 今 濱 雄 二 ○ 西 村 和 美
笹 川 一 文 沓 掛 司 朗 大 島 浩
山 口 和 慶 加 藤 喜 一 田 辺 直
佐 藤 彰 吉 田 誠 江 崎 秀 徳
村 上 透 権 瓶 功 泰 村 上 和 彦
後 木 浩 成 柏 谷 幸 二 城 祐 司
浅 見 勇 学 松 尾 純 子 三 宅 正 博

【第七試合場】 【第八試合場】 【 進 行 担 当 】

第１・２試合場

○ 横 内 良 道 ○ 永 松 教 孝 澤 野 一 雄

東 原 竜 司 中 田 淳 第３・４試合場

田 口 昌 宏 新 村 浩 志 草 野 新

中 原 泉 宅 間 秀 紀 第５・６試合場

金 重 忠 頼 山 田 高 志 川 上 義 幸

安 川 康 雄 櫻 井 崇 晴 第７・８試合場

藪 田 貴 志 梅 山 英 隆 森 川 洋 一

大 会 審 判 員

審判長 西川清紀

＊○印は、主任

進行担当は、各会場の進行状況

を管理し本部会場総務と連携を図

り、試合進行に応じ試合場の変更の

調整を行う。
変更が生じた場合、審判主任との
調整も行なう。
また、会場記録等の指導を行う。
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大　会　 統　括　　 谷　 口   茂   樹　 （理事長・東 京 都 庁）

大会 総務担当　　 池 之 野　     真   (副理事長兼事務局長・農林水産省)

大会 管理担当　 　堀   川   勝   央   （副理事長・東京消防庁）

＊ 第一次（大会前） ＊ 第二次（大会時）

【審判会議総務】   【試合会場係】
○ 堀 川 勝 央 ( 東 京 消 防 庁 ) ○ 池 之 野 真 （農林水産省） 第一試合場 （東京消防庁）（東京拘置所)

澤 野 一 雄 (東京自衛隊） 小髙麻利子 （葛飾区役所） ○ 井 上 賢 一 上 之 園 大 樹

田 鍋 憲 一 ( 東 京 消 防 庁 ) 本田喜久雄 （東京自衛隊） 新 村 太 郎 小 林 大 樹

田 鍋 憲 一 ( 東 京 消 防 庁 ) 八 木 大 地 荒 川 玄 暉
（進行担当）

【役員・審判受付係】 森 本 一 夫 （東京自衛隊） 第二試合場 （東京拘置所)（東京消防庁）
○ 村 上 和 彦 (東京自衛隊） 草 野 新 （ 同 上 ) ○ 倉持みつる 飯 星 幸 広

貞方美知雄 ( 同 上 ) 澤 野 一 雄 （ 同 上 ) 吉 田 洋 坂 口 伸 吾

松 尾 純 子 ( 同 上 ) 川 上 義 幸 （葛飾区役所） 堀 辺 信 行 佐 野 竜 也

小高麻里子 (葛飾区役所) 森 川 洋 一 (多摩少年院）                                                                

第三試合場   (東京自衛隊) 

【会場係員受付係】 【会場管理係】 ○ 米 村 尚 之 中 村 優 子
○ 森 本 一 夫 (東京自衛隊） ○ 飯 島  光 雄 ( 日 本 郵 政 ) 中 尾 乾 小 湊 克 裕

本 田 喜 久 雄 ( 同 上 ) 大 村 径 ( 同 上 ) 笠 隼 輔 田 中 勇 成

堺 彩 記 ( 同 上 )                                                                

【選手受付・変更係】 桜 庭 阿 恵 ( 協 賛 ） 第四試合場
○ 黒 須 伸 治 （ 北 区 役 所 ） ○ 高 野 朋 絋 湯 浅 鼓 太 郎

鈴 木 茂 晴 (葛飾区役所) 【記録係】 柴 田 若 菜 栁 村 拓 也

阿 部 孝 治 （ 日 本 郵 政 ） ○ 黒 須 伸 治 ( 北 区 役 所 ） 渡 邉 百 絵 稲 垣 哲 也

内 田 有 介 ( 同 上 ) 鈴 木 茂 晴 ( 葛 飾 区 役 所 )  

阿 部 孝 治 （ 日 本 郵 政 ） 第五試合場

内 田 有 介 ( 同 上 ) ○ 紺 野 哲 夫 中 屋 裕 一 郎

（選手入場・駐車券担当） 齊 藤 章 弘 (葛飾区役所) 金 子 千 尋 成 嶋 伸 治
○ 齊 藤 章 弘 ( 葛 飾 区 役 所 ) （ 広 報 ） 島 尚 士 安 心 院 実

木 村 敬 利 ( 同 上 )

（選手誘導） 【接待係】 第六試合場 （東京特別区） 
○ 谷口由美子 ( 事 務 局 ) ○ 大 場 修 田 中 裕 紀 子

中 原 智 美 ( 東京 自衛 隊 ) 草 刈 宏 大 地 貴 之

【救護係】 ( 救 命 士 ) 高 久 絢 名 ( 同 上 ) 土 川 翔 平 小 林 寛 太 朗
○ 田 波 純 子 ( 東 京 消 防 庁 )                                                                

大 里 文 夫 ( 同 上 ) 第七試合場 （東京市町村） 

○ 佐 藤 友 哉 請 川 翔 一

【筆耕係】 沓 掛 雅 彦 平 澤 大 河

市 川 了 一 (東京自衛隊） 麻 生 周 馬 関 根 拓 朗

木 村 敬 利 ( 葛 飾 区 役 所 )

第八試合場 （都交通局）

○ 近 藤 喜 隆 宮 崎 岳

佐 藤 雄 才 奥 山 公 夫

神 原 一 郎 浅 見 拓 也

【総務係】

（都庁・法務剣）

（中央省庁他）

（連絡担当）

競 技 役 員

＊○印は、主任

6

＊○印は、主任



  【競技役員の担当内容】
　　 １．大　会　統　括・・・・・・・・・・・・・来賓・招待者のおもてなし。式典全体をつかさどり会場総務係を掌握する。
　　２．大会総務担当・・・・・・・・・・・・大会全体の進行を担当する。受付部門、選手変更、記録係を掌握する。
　　３．大会管理担当・・・・・・・・・・・大会開催中の場内管理、救護・救急等安全面を担当（救急車は、武道館 

から要請）  し、大会完了を東京武道館に報告する等、連絡調整に当たる。

　　(1) 総  　務  　係・・・・・・・・・・・ 各試合会場の試合の進行を管理し、大会総務担当と連携する。

国旗、連盟旗、横断幕の設置及び大会役員、審判長、来賓の席を設置する。

開会式、表彰式の優勝旗、カップ、メタル、賞状等の受け渡しを担当する。
　　（2) 進  行  担  当・・・・・・・・・・・ 各試合会場係のプログラム等、掲示用トーナメント紙、備品等を配布する。

全体の試合進行状況を総務係と共用し各会場進行担当と連携し調整を

図る。また、トーナメント表、団体試合掲示等を指導する。

　　(4) 試 合 会 場 係・・・・・・・・・・・ 選手の点呼・確認、目印（タスキ）の着脱、計時等試合の円滑な運営に努め、
                              　   　        試合結果等を速やかに記録係に報告する。
　　(5) 記　 　録　　 係・・・・・・・・・・・・各試合の記録を総括、整理保存する。各種別ごとの表彰者を筆耕担当に
                                  　　       速やかに提 出する。
　　(6) 会 場 管 理 係・・・・・・・・・・・・大道場、第一、第二武道場への看板の張り紙を入場後速やかに行う。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 大道場への選手以外の入場を規制する。　定期的に巡視し、会場内の安 

全チェック、盗難防止、ゴミの処理状況等を管理する。
                                                               （使用施設のごみの回収、分別及び廃棄は委託会社東洋実業に依頼する。）

　　(7) 救     護     係・・・・・・・・・・・けが人等の発生時に速やかに応急措置を行い、大会管理担当と連携し救  

急対応する。　救急要請が生じた場合、武道館事務所に報告し救急車等 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 

要請する。
　　(8) 接    待     係・・・・・・・・・・審判会議の湯茶の提供、昼食時に弁当の配布及び湯茶の提供を行う他、

                                                               随時、役員控室で接待を 担当する。
　　（9）筆  耕  担  当・・・・・・ 賞状は、団体戦、個人戦男子の部、女子の部の各３位までの４枚及び

敢闘賞の各４枚）計２４枚と予備の枚数を確認する。

また、最優秀賞１名及び東京都剣道連盟杯賞状を確認する。

個人戦の入賞者の表彰式は、１４時頃を予定するので筆耕を対応する。

 団体戦の表彰式は、決勝戦終了後に速やかに行うので出来るだけ。

優勝、準優勝、最優秀選手賞、東京都剣道連盟杯、３位（２団体）

敢闘賞（４団体）が決定し次第筆耕を行う。

○ 連絡担当は、筆耕担当を補佐し入賞者を速やかに知らせ、筆耕完了後

速やかに総務係に届ける。また、東京武道館からの電話の応対を行う。

　○（大会前の役割）

　(1)審判会議総務 審判員受付係と連携し審判員の点呼及び審判会議の進行に当たる。

   (2)役員・審判受付係 正面入口から、審判会議資料の運搬及びプログラム等の配布を行う。

   (3)会場係員受付係 試合会場担当の受付を行い、備消耗品を大道場に運搬、担当会場

毎のプログラム等、掲示用トーナメント紙等を配布する。

  (4)選手受付・変更係 各団体の受付、プログラム・記念品等の配布及び大会総務係に参加

状況を報告する。また、変更申込書の内容を確認し、各試合会場に連絡

するとともに、記録係と連携する。

  (5)選手入場・駐車券担当 入場担当は、靴袋、武道館駐車券の配布を担当し入館時に誘導する。
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令和５年度　特別演武　「法定之型」

 【演武者】

石　井　　猛 谷　口　茂　樹

令和5年10月22日

     仕太刀　　教士七段　谷　口　茂　樹 　　（官公庁剣道連盟理事長・都庁OB・日本武道修錬会）

     打太刀     教士八段　石　井　　　猛　　（東京武道館剣道師範・元警視庁剣道副主席師範）

8

平成２０年１１月第４０回記念官公庁剣道大会開催の企画として、古流の形演武が決定された。 記念大
会の演武として法定、五行之形を全国会員に披露することとなった。 その後、各古流関係者のご協力の
もとに現在も継続して裂帛の気合や妙技を披露している。 過去の演武は、法定之形、五行之形、二天一
流剣術、警視流木太刀形、柳生新陰流兵法、神道夢想流杖道、鞍馬流剣術等である。 今回、「法定之
型」を演武する。

直心影流は、五百年以上の歴史ある古流・ 源流の一つで、流祖は、戦国時代末期の常陸(ひたち）の

国、鹿島城主の家老の一人で 鹿島神宮の 神官であった松本備前守尚勝といわれる。備前守は、日夜鹿

島の神前に祈り、剣の奥義を授け給えと願をかける。信心の奇特である夜、夢に神が現れ、一巻の巻物を

授け賜った。巻物は、鞍馬山の鬼一法眼より義経に授けられたという、周の大公望の兵法書『六韜三略』

の伝書であった。備前守は、是を熟練し剣の奥儀を悟ることになった。 この流派の伝承者であり、明治・

大正の 剣豪山田次朗吉は、「直心影流の 真髄、法定之型を 霊剣傳 (もっぱら)に有る所の右剣左剣より

出たる神伝の太刀筋にて、是を『法定（ ほうじょう）』と名付けたる也。 この法定は、氣合を第一として教える

なり。法定を勤むるには、喜怒哀楽愛悪欲（ きどあいらくあいあくよく）の七情を捨て、無念夢想にして勤めるべ

き也。と教えている。
法定は、打込みで基本を学び四本の型、一本目「八相発破」で機先を制する修錬を、二本目「一刀両

断」で、断ち難き事を一刀両断する修錬を、三本目「右転左転」で事が起きた時に臨機応変にテキパキと
処理する修錬を、四本目「長短一味」で、死生不二つまり如何なることに臨んでもそのことに対応する「不
動心」を養う。これらを 修錬の中で、相討ちの精神、張詰めた精神を学ぶ。

【古流剣道形研修会】

東京武道館では、剣道のルーツ、日本古来の直心影流之形法定、五行之形の研修会を行なってい
ます。 稽古開催日は、金曜日（２回／月）１９時～20時30分、 当館第二武道場にて実施しています。
稽古開催日については、東京都剣道連盟、東京武道館のホームページをご覧ください。



○試合進行表

予定時刻 種　　別 第一試合場 第二試合場 第三試合場 第四試合場 第五試合場 第六試合場 第七試合場 第八試合場

1 10:00 男子の部

119試合
１６試合 １４試合 １５試合 １５試合 １６試合 １４試合 １４試合 １５試合

11:00 （120名） 準決勝 決勝 準決勝

2 11:00 女子の部

６６試合 ９試合 ７試合 ９試合 ９試合 ８試合 ８試合 ７試合 ９試合

11:40 （67名） 決勝 準決勝 準決勝

3 11:40 団体の部 １３試合 １６試合 １5試合 １３試合 １３試合 １4試合 １４試合 １３試合

111試合 (x5=65) (x5=80) (x5=75) (x5=65) (x5=65) (x5=70) (x5=70) (x5=65)

（112チーム） 14チーム 14チーム 14チーム 14チーム 14チーム 14チーム 14チーム 14チーム

4 団体の部 決勝

17:00 準決勝 準決勝

90 101 99 89 89 92 91 89

○試合場見取り図    正　　　　　面

＊選手待機室は、第一武道場となります。出番を確認して参集してください。

＊応援者は、観覧席とし大道場に入場しないこと。

＊第二武道場で稽古・調整ができます。（１０時～１６時）

（注意）① 時間は、目安です。会場によって進行が異なります。
　　　　　　 呼びだし時にいない場合は棄権となりますので、ご注意下さい。
　　　　 ② 試合の進行により、会場の変更がある場合があります。
         ③昼食時間は設けておりません。各自調整し食事してください。

○大道場は、８試合場のため控えのスペースが大変狭くなっています。直近の試合者のみ
入 場 し 第 一 武 道 場 の 控 室 で 待 機 す る よ う に し て く だ さ い 。

9

第四試合場 第三試合場 第二試合場 第一試合場

審判・係員席

試合場選手席

第五試合場第六試合場第七試合場第八試合場

審判・係員席審判・係員席審判・係員席

審判・係員席審判・係員席審判・係員席審判・係員席

試合場選手席試合場選手席試合場選手席

試合場選手席試合場選手席試合場選手席試合場選手席

次の試合者



○試合順の番号は各会場ごとの番号とする。

 

 

( 市 原 青 年 矯 正 セ ン タ ー )

( 栃 木 県 庁 )

浦 悠 記

齊 藤 翔 栄

19

20

( 日 本 郵 政 )

( 横 浜 刑 務 所 ) 森 田 一 馬

2

)

( 日 本 政 策 金 融 公 庫 )

3

吉 原 凛 1

畑 邊 稔
⑧

( 福 岡 刑 務 所 )

( 長 野 県 庁

( ) 田 原 大 嗣 7

) 藤 井 健 介 5

)

山 形 隆

群 馬 県 庁

( 市 ヶ 谷 自 衛 隊 ) 北 岡 泰 気 10

6

( 川 崎 市 消 防 局 ) 柳 勇 太 4
②

(

国 土 交 通 省

( 岐 阜 刑 務 所

鈴 木 崇 之

栃 木 刑 務 所 ) 小 柴 啓 一

常 滑 市 役 所 ) 橋 本 哲 汰 11

8

⑨

⑫

( 東 京 国 税 局 ) 高 柳 賢 匠

( 海 自 佐 世 保 ) 近 藤 和 貴 18

( 豊 橋 刑 務 支 所 ) 川 上 拓 未 17

16

21

( 川 口 市 役 所 )

( 高 松 刑 務 所 )

25

( 三 重 刑 務 所 ) 中 島 健 心 22

文 部 科 学 省

茂 田 大 貴 23

 
第
　
二
　
試
　
合
　
場

) 金 沢 魁 28

野 田 岳 郎 27

島 田 悠 平 26

⑭

(

( 府 中 刑 務 所

静 岡 県 庁

( 神 奈 川 県 庁

(

男子個人の部　No.１ (６０名）

(

(

加 藤 晃 矢

石 川 県 庁 )

( 海 自 横 須 賀

(

花 坂 珠 希 弥

(

14( 山 田 町 役 場 )

(

第
　
一
　
試
　
合
　
場

所 沢 市 役 所 )

法 務 省 ) 谷 川 和 歩 15

奈 良 県 庁 13

(

⑭

⑬

⑫

⑮

⑥

⑬

④

①

③

⑦

⑩

⑪

⑥

⑤

⑩

④

⑧

⑨

) 金 子 康 平

⑪

①

③

⑤

⑦

②

30

須 田 賢 人 29

)

)

西 川 優 貴 24

貝 原 剛)

) 竹 之 内 耀 大

9

12

益 田 匠

- 14 -

- 14 -

決
勝

第
三
試
合
場

準
々
決
勝

第
一
試
合
場

10

準決勝
第一試合場 ⑯

決
勝

第
三
試
合
場



)

( 千 葉 県 庁

( 弥 富 市 役 所50

49

(

( 甲 府 刑 務 所

)

安 永 誠

佐 々 木 孝 典 (

鏑 木 彩 斗

福 島 刑 務 所

(

尾 下 修 平 )

竹 越 歳 樹

永 沼 隼 一

(

千 葉 刑 務 所 )

陸 自 別 府

38

34 河 村 尚 紀

)

浜 松 市 役 所

茂 原 市 役 所

)

40

)

( 警 察 庁岡 田 佑 介

⑧

大 阪 拘 置 所33

)

)

32 田 中 宏 明 ( 橋 本 市 役 所

31

河 邉 徹 (

37

(35

(

41
⑤

(水 島 武 大

(
③

赤 間 尊 歩 (

(
⑫

)

(

)

有 岡 優 斗 )

)48

47

51

山 梨 県 警 察 剣 友 会53 山 本 康 生

(52

(

佐 々 木 尚 紀

54

岩 坂 亮 ( 名 古 屋 拘 置 所

塚 田 鎭 成 (

志 賀 太 一 (

⑪

58

東 京 税 関

)60

陸 自 第 一 空 挺 団

57

56
⑥

旭 川 刑 務 所 )

)

広 島 刑 務 所

⑮

)

)

)

)

)

第
　
四
　
試
　
合
　
場

東 京 都 庁

第
　
三
　
試
　
合
　
場

⑭

(

埼 玉 県 庁

44 渡 部 稜 也

秋 田 県 庁

45

43

42 武 山 自 衛 隊 )

白 井 翔 平

( 陸 自 水 陸 機 動 団

高 松 市 役 所

平 野 雄 大

一 柳 岳

⑩

都 市 再 生 機 構

55 杉 原 佑 一 朗

⑭

福 井 刑 務 所

)

)

④

(

⑦
)

59 内 閣 官 房 )

渡 邉 俊 介

青 木 颯 太 郎

(

(小 池 太 陽

(

東日本成人矯正医療センター

厚 生 労 働 省

東 間 一 博

中 尾 幸 太 郎

川 岸 翔 ( 市 川 市 消 防 局 )

)

衆 議 院

⑨

⑩

⑪

①

②

⑥

⑦

①

②

③

)

)

⑤

36

⑨

⑬

⑫

⑧

④
39

46

池 内 俊 夫 (

⑬

決
勝
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三
試
合
場

準
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決
勝

第
四
試
合
場

11

優
勝

No1 No2



○試合順の番号は各会場ごとの番号とする。

 

(

(

86

84
⑭

87
⑥

⑦

80

81

79

68

73

63

72

千 葉 市 役 所

(

(

②
64

67

福 岡 拘 置 所

(

( 65

杉 山 彰 孝 66

井 部 真 吾上 越 市 役 所

中 村 圭 作

( 財 務 省 ) 岡 山 大 真

十 条 自 衛 隊

笠 松 刑 務 所

姫 野 覚 哉 69

藤 井 勝 也

)

川 崎 市 役 所 )

)

)

)

袖 ヶ 浦 市 役 所 ) 鈴 木 将 和(

第
　
六
　
試
　
合
　
場

(

(

愛 知 県 庁 ) 松 浦 滉 大 62

(

( 総 務 省

(

⑫

⑬

61

第
　
五
　
試
　
合
　
場

) 畦 地 靖 也

男子個人の部　No.2　（６０名）

( 東 京 拘 置 所 ) 菅 龍 太 朗

(

網 走 刑 務 所 )

山 川 颯 太 70

④

③

(

83

⑭
横 山 大 忠

⑨

⑬
71

⑥

⑪

⑧

⑮

多 摩 少 年 院 )

82

78

廣 島 朋 輝

福 田 将

⑧

⑨

⑩

宇 都 宮 市 役 所 ) 阿 部 隼 人

⑫
横 浜 税 関 )

柏 市 役 所 ) 宮 内 友 也

(

(

) 渡 邉 健 成

(

(

89

90

⑪

前 橋 市 役 所

( 宮 城 刑 務 所

( 神 栖 市 役 所

広 島 拘 置 所

尾 鷲 海 上 保 安 部

( 陸 自 第 一 普 通 科 連 隊

( 法 務 省 特 別 機 動 警 備 隊

) 高 津 英 輔

静 岡 市 役 所 ) 山 田 弦 季

)

88

渡 邉 敢 太

85
⑩

川 口 裕 康

熊 谷 暸

) 水 沼 太 希

(

土 佐 柊 斗

④

大 久 保 一 太

) 満 田 大 揮

君 津 市 消 防 本 部 )

( 安 房 郡 市 消 防 本 部

①

③

⑤

②
田 村 航 太 郎)

) 山 本 純 也

) 伊 藤 拓 也
①

⑦

( 川 越 少 年 刑 務 所 ) 森 下 正 悟

( 東 京 市 町 村 )

75

74

)

⑤

(

77

76

静 岡 刑 務 所

)

( 高 松 地 方 検 察 庁 )

- 14 -

準
々
決
勝

第
五
試
合
場
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準決勝
第五試合場⑯

決
勝

第
三
試
合
場



中 村 隆 太

堀 井 健 治

山 崎 航 平

110

⑬

第
　
八
　
試
　
合
　
場

第
　
七
　
試
　
合
　
場

)

95

三 木 市 役 所

喜 連 川 復 帰 セ ン タ ー

濵 口 哲 郎

柏 崎 顕 士

)96 浅 田 修 平 (

)

)

99 ( 農 林 水 産 省

上 田 晴

)磯 﨑 眞 志

92 西 澤 準 ( 千 曲 市 役 所 )

海 自 厚 木 )

)

93 濱 畑 賢 人 (

立 川 拘 置 所

横 須 賀 刑 務 支 所

(

(

東 京 消 防 庁

(

(

海 江 田 奨

(

(

⑭

経 済 産 業 省 )

⑫

⑫

91

94

98

菊 川 大 輝

⑭

(

⑧

⑨

100 日 和 田 慈 海

( 福 井 県 庁97 大 橋 真 俊

吉 野 川 市 役 所 )
⑩

⑨

⑬
)

102 (

木 村 政 彦 (

(

藤 城 芳 生

103

柳 井 慎 吾 )

( 滋 賀 県 庁

( 吉 川 松 伏 消 防 組 合

裁 判 所

)

101 吉 岡 雅 海 (

岡 垣 淳 産 業 技 術 総 合 研 究 所

岡 崎 医 療 刑 務 所

⑪

⑧
)

益 子 剛 (

⑮

107

106

京 都 刑 務 所 )

)茨 城 県 庁

東 京 自 衛 隊 )104

105 土 橋 孝 史 (

111

)

)

109 )

108 宮 城 県 庁

①

)

(

大 山 大 輔 (

③
市 原 刑 務 所 )

)

114 岩 崎 湧 大

国 分 自 衛 隊112

113

( 加 古 川 刑 務 所

山 形 県 庁

)

115 金 丸 清 文 ( 山 梨 県 庁 )

柏 倉 拓 人 (

)

( 国 際 協 力 機 構 )

( 金 沢 刑 務 所 )117

日 吉 恵 司116

奥 村 竜 司

118 平 直 樹 ( 東 京 特 別 区

)

119 桃 木 大 輔 ( 名 古 屋 刑 務 所 )
⑪

120 阿 部 壮 己 ( 警 視 庁 剣 道 ク ラ ブ

⑥

⑦

⑩

②

⑤

②

③

④

⑤

⑥

⑦

④

①

準
々
決
勝

第
八
試
合
場

13



女子の部　No.１　(３４名）
○試合順の番号は各会場ごとの番号とする。

優
勝

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第
二
試
合
場

⑤

⑦

⑨

⑧

④

⑦

③

⑨

⑦

⑥

②

⑥

⑤

①

③

⑧

④

経 済 産 業 省

(

( 東 京 国 税 局

( 茂 原 市 役 所

( 豊 橋 刑 務 支 所

( 静 岡 県 庁

(

千 葉 刑 務 所

栃 木 刑 務 所

財 務 省

)

)

①

大 谷 菜 月

三 木 香 蓮

) 小 山 明 有 美

) 久 芳 愛 恵

29

(

)

牧 野 愛( 東 京 都 庁

江 島 谷 蘭

麓 刑 務 所

(

大 平 彩 果

) 矢 島 紀 子

)

)

大 阪 拘 置 所

浜 松 市 役 所

東 京 特 別 区

)

( 高 松 市 役 所

(

(

( 千 曲 市 役 所

(

小 原 香 織)

)

)

中 牟 田 侑 紀

④

30

⑥

③

) 安 達 小 粋

) 大 崎 優 33

34

井 上 実 咲 31)

山 梨 県 警 察 剣 友 会(

(

) 古 山 芽 衣 32

⑧

藤 生 万 里 愛

28四 柳 智 恵

27

②
藤 田 杏 香

24

25

23

妹 尾 な つ み 26

)

厚 生 労 働 省

①

⑤

中 村 は ぎ 乃

大 西 桃 菜 16

20

17

②

13

本 田 和

吉 村 香 織

14

)

12

東 京 拘 置 所

11群 馬 県 庁

(

梅 本 莉 奈 9

( )

(

) 日 野 光 恵

)

警 視 庁 剣 道 ク ラ ブ 6

(

神 栖 市 役 所

8

)

)

鈴 木 美 穂 7

秋 田 県 庁
⑤

⑦

東 京 消 防 庁 10

①

(

(

渡 邊 柚

木 宮 凛 々 子

山 梨 県 庁

)

4
③

2

(

( ) 5

奈 良 県 庁

鷹 野 千 裕

柏 市 役 所

松 原 貴 音

中 島 穂 月

) 武 井 茜

1

) 並 木 亜 美

②

⑥

(

)

3

(

( 海 自 横 須 賀

愛 知 県 庁 )

(

(

( 裁 判 所 ) 石 井 優 子 15

19

22

18

21

第
　
一
　
試
　
合
　
場

第
　
二
　
試
　
合
　
場

第
　
三
　
試
　
合
　
場

第
　
四
　
試
　
合
　
場

( 国 際 協 力 機 構

④

( か ほ く 市 役 所 )

( 横 浜 刑 務 所 )

( 静 岡 市 役 所

横 浜 税 関 )

)

外 屋 敷 智 香
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一
試
合
場

第
四
試
合
場

準
決
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四
試
合
場

決
勝

第
三
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合
場No1 No2
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決勝
第三試合会場

優
勝



女子の部　No.2　（３３名）
○試合順の番号は各会場ごとの番号とする。

 

①

⑤

⑨

①

⑤

③

⑦

④

⑤

⑧

①

⑥

②

)

②
(

櫻 澤 ひ か る64

63 (

( 東 京 国 税 局

)

)

67 老 田 明 日 香 )

)
④

⑥

木 俣 美 樹

65

66

北 畑 彩 衣 里

財 務 省

(

⑧
)

(

(

(

)

君 塚 日 奈 子

)

柏 市 役 所

(

③

千 葉 刑 務 所

⑤

⑦
大 石 妙 子

62

57

61

吉 岡 路

稲 垣 真 帆

60

松 岡 実 莉

小 角 春 奈

紺 野 千 恵 子

伊 藤 有 希

前 橋 市 役 所

愛 知 県 庁

第
　
八
　
試
　
合
　
場

大 阪 拘 置 所

(

)

)

)

総 務 省

横 浜 刑 務 所

(

(

(

( )

海 自 厚 木 )

第
　
七
　
試
　
合
　
場

(

栃 木 刑 務 所

静 岡 市 役 所

)東 京 都 庁

文 部 科 学 省

( )

)(

瀧 原 英 恵

神 奈 川 県 庁

藤 生 春 華

51

栗 原 玲

54

横 山 美 和

(

増 尾 涼 香

永 田 凜 々 子
②

)

(

( 高 松 市 役 所 )

東 京 消 防 庁(

46

47 松 尾 通 代

陸 自 第 一 普 通 科 連 隊中 原 瑠 美

②

( )

48 )

静 岡 県 庁蕉 木 麻 由49

東 京 拘 置 所

奈 良 県 庁児 玉 知 世

)

(

)宮 澤 彩 貴

)警 視 庁 剣 道 ク ラ ブ永 井 愛 子

(

44 )

45 )

(

久 保 藍 夏 (

藤 島 汐 里

43

(41⑦

(42

40

四国地方更生保護委員会

笠 嶋 璃 奈

裁 判 所 )

群 馬 県 庁

)

豊 橋 刑 務 支 所 )

)

環 境 省

(

佐 藤 美 桜

(

嶋 田 真 衣

39 榮 井 彩 海⑧

(35

37

38

)

西 菜 緒 子

(桝 沢 悠 衣36

(

⑥

③

)

)

秋 田 県 庁

東日本成人矯正医療センター

渡 邊 美 穂 (

横 浜 税 関

浜 松 市 役 所 )

東 京 特 別 区

川 口 市 役 所

59

④

50

56

58

52

53

⑥

③

④

第
　
五
　
試
　
合
　
場

第
　
六
　
試
　
合
　
場

55
⑦

①

第
六
試
合
場

第
八
試
合
場

準
決
勝

第
八
試
合
場

15



　

対
戦
表

17

団
体
戦



○試合順の番号は各会場ごとの番号とする。

 

 

 

第
　
一
　
試
　
合
　
場

第
　
二
　
試
　
合
　
場

①

②

③

④

⑤

⑥

③

④

宮 城 刑 務 所

東 京 都 ) 厚 生 労 働 省 28

( 広 島 県 ) 広 島 刑 務 所 27

( 千 葉 県
①

⑪

⑬

⑨

⑩

⑦

⑫

団体の部　No.１(56チーム）

(

(

⑤

⑥

)

( 愛 知 県

宮 城 県 )

(

神 奈 川 県

( 東 京 都 )

(

(

( 茨 城 県 ) 神 栖 市 役 所 26

千 葉 県
⑫

市 ヶ 谷 自 衛 隊 24

君 津 市 消 防 本 部 25

)

) 市 原 刑 務 所 22

)

( 山 梨 県 ) 甲 府 刑 務 所 18

( 福 井 県 ) 福 井 県 庁 13

東 京 都 ) 東日本成人矯正医療センター 15

14立 川 拘 置 所

群 馬 県 庁( 群 馬 県

( 大 分 県 ) 陸 自 別 府 12

茨 城 県 ) 水 戸 刑 務 所 11(

9

( 東 京 都 ) 日 本 郵 政 8

(

( 千 葉 県 ) 館 山 市 役 所 10

( 東 京 都

徳 島 県 ) 吉 野 川 市 役 所 7

6十 条 自 衛 隊
⑧

4

3

山 梨 県 庁 2

福 岡 拘 置 所

( 山 梨 県 )

1( 福 岡 県 )

⑦

優
勝

( 東 京 都 )

( 石 川 県 ) か ほ く 市 役 所

)

経 済 産 業 省

( 神 奈 川 県 ) 横 須 賀 刑 務 支 所 5

) 16

②

) 柏 市 役 所 17

⑬

⑨

⑪

⑧
( 埼 玉 県

23

財 務 省

( 千 葉 県

( 東 京 都 )

) 埼 玉 県 庁

)

(

横 浜 刑 務 所 21

常 滑 市 役 所

⑩

東 京 都 20

19

⑭

準
々
決
勝

二
試
合
場

18

準決勝
第二試合場

⑮

決
勝

第
二
試
合
場

決
勝

第
二
試

準
決
勝

第
三
試
合

NO１ NO２



第
　
三
　
試
　
合
　
場

第
　
四
　
試
　
合
　
場

(

)

(

56 武 山 自 衛 隊 ( 神 奈 川 県 )

( 静 岡 県 )54

警 察 庁

静 岡 県 庁

52 )高 松 市 役 所 (

東 京 都53
⑫

( 三 重 県 )

( 神 奈 川 県 )

)

50

51

55 袖 ヶ 浦 市 役 所 ( 千 葉 県 )

46

東 京 税 関 )

静 岡 刑 務 所 ( 静 岡 県 )

(

41

43

42

喜連川復帰センター

40 )東 京 都

市原青年矯正センター

)

千 葉 県

長 野 県37 千 曲 市 役 所

岐 阜 刑 務 所39 岐 阜 県 )

36

山 梨 県

陸自第一普通科連隊 東 京 都

山 梨 県 警 察 剣 友 会

)

35

福 井 県

神 奈 川 県

)32 福 井 刑 務 所

神 奈 川 県 )

(

相 模 原 市 役 所 (

30 山 形 県 庁 ( 山 形 県

29

)

)( 埼 玉 県川 越 少 年 刑 務 所

⑦

⑧

③

千 葉 市 消 防 局

31

34

(

)

香 川 県

(

44 所 沢 市 役 所

45

埼 玉 県

49 衆 議 院

神 奈 川 県 庁

三 重 刑 務 所

⑥

⑨

⑩

⑬

④

⑤

47

48

(

千 葉 県(

(

文 部 科 学 省 (

)(

)

(

茨 城 県 )

38 東 京 都 )

(

)

裁 判 所

茨 城 県 庁 (

33 川 崎 市 役 所

高 松 刑 務 所

法務省特別機動警備隊 (

)

(

(

東 京 都

香 川 県

東 京 都

)

①

②

③

④

⑤

⑦

⑪

⑫

⑥

⑧

⑨

⑬

⑩

⑭

①

②

⑪

)

栃 木 県

(

東 京 都 )

準
々
決
勝

第
三
試
合
場

19

決
勝

第
二
試
合
場

準
決
勝

第
三
試
合



○試合順の番号は各会場ごとの番号とする。

第
　
五
　
試
　
合
　
場

第
　
六
　
試
　
合
　
場

③
多 摩 少 年 院

福 岡 刑 務 所

千 葉 県 )

浜 松 市 役 所

81

82
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⑫
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⑪
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)
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(
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⑧
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⑪

静 岡 市 役 所

)
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滋 賀 県
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( 東 京 都
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⑦
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(
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(

(

①

②

③
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)

千 葉 県

)

)

⑫

⑤

72前 橋 市 役 所

⑩

⑦

⑥

東 京 都
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(
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(

⑥
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)

(

⑭

⑧

⑬

⑨

④

⑩

⑬
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第
　
八
　
試
　
合
　
場

第
　
七
　
試
　
合
　
場
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)
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)
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福 島 県 )
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(

日 本 政 策 金 融 公 庫 (
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⑬

)
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)
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(
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⑧

③
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⑪

)
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)

(
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94 東 京 都
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)

)

鹿 児 島 県
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)

)
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)
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①
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③
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   足立区谷中1-3

　＊２４時間営業

○東京武道館まで、東京メトロ千代田線　「綾瀬」駅下車　東口から約徒歩5分です。
　（東綾瀬公園内をお通りください）
○東綾瀬公園駐車場から徒歩約１５分です。

 　駐車台数　約１００台

　　１時間三百円30分ごと百円
＊マイクロバスは,駐車場の奥側にと
　めてください。

【東京武道館のご案内】
所在地 〒120-0005 東京都足立区綾瀬 3-20-1
電 話 サービス係 (03)5697-2111

松戸・取手東京

東綾瀬駐車場

東綾瀬公園駐車場

首都高加平ＩＣ

38

◎
会
場
使
用
上
の
注
意

○
選
手
並
び
に
関
係
者
は
、
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
デ
ィ
ス
タ
ン
ス
（
人
と
人
の

距
離
を
最
低
１
メ
ー
ト
ル
で
き
れ
ば
２
メ
ー
ト
ル
）
を
心
掛
け
て
下
さ
い
。

○
体
温
が
3
7
.
5
度
以
上
の
者
は
入
場
で
き
ま
せ
ん
。

○
手
洗
い
、
う
が
い
、
手
指
消
毒
を
こ
ま
め
に
行
っ
て
下
さ
い
。

○
武
道
館
内
は
土
足
禁
止
で
す
。

○
会
場
内
は
禁
煙
で
す
。

喫
煙
は
決
め
ら
れ
た
喫
煙
所
で
お
願
い
し
ま
す
。

○
盗
難
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

貴
重
品
は
各
自
手
元
に
置
く
か
、
所
属
団
体
で
管
理
し
て
下
さ
い
。

○
ゴ
ミ
は
、
所
定
の
ゴ
ミ
箱
に
捨
て
る
か
持
ち
帰
り
に
ご
協
力
下
さ
い
。

○
更
衣
に
つ
い
て
、
選
手
更
衣
は
、
男
子
試
合
者
は
観
覧
席
、
第
一
武
道

場
及
び
一
階
更
衣
室
で
更
衣
と
し
荷
物
は
観
覧
席
、
第
一
武
道
場
に
置

い
て
下
さ
い
。

女
子
試
合
者
は
、
一
階
更
衣
室
及
び
第
一
、
第
二
武
道
場
の
和
室
を

使
用
し
荷
物
は
、
観
覧
席
、
第
一
、
第
二
武
道
場
の
和
室
に
置
い
て
下
さ
い
。

共
用
の
一
階
更
衣
室
は
、
更
衣
の
み
と
し
て
荷
物
は
置
か
な
い
よ
う
に
注
意

し
て
下
さ
い
。

ま
た
、
荷
物
を
放
置
し
長
時
間
館
内
か
ら
の
外
室
を
禁
止
し
ま
す
。

〇
第
一
、
第
二
道
場
と
も
に
密
集
状
態
に
な
ら
な
い
よ
う
に
配
慮
下
さ
い
。

*
以
上
の
注
意
事
項
を
守
り
、
本
大
会
が
成
功
裏
に
終
了
で
き
ま
す

よ
う
に
ご
協
力
く
だ
さ
い


